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電気モータの電気自動車応用に端を発し、その傾向が機関車、船、飛行機といった移動手段すべへの適用検

討が進められている。移動に必要な可変速技術は、パワーエレクトロニクス励磁においてモータにて初めて

実現可能とし、その傾向は十数年後には電気エネルギーの８割を介して制御されるといわれている。こうし

たパワーエレクトロニクス技術において僅々の技術課題となっているのが高周波大電力のための磁性材料で

ある 1)。例えばMHz程度の周波数を MW程度の大電力に対し変圧器を用いようとすると、少なくとも μm厚

み程度以下の鋼板を量産化すべきともいえる 2)。単にロールで急冷しても 20 μm厚程度が限界といわれてい

るので、アモルファス材のガラス転移点に着目した 3)。そこで今回、鉄合金(Fe78Si9B13)を単ロールで急冷しア

モルファス材を作り、その後圧延にて薄くすることを試み、その磁気特性を計測した 4)。ガラス転移温度

（420℃）前後にて 300 Maを 10分程度圧下し鋼板厚みを 1-2割程度薄くなった（図１参照）。10 kHzでの磁

気計測をしたところ、市販のアモルファス材(2605SA1:日立金属社製）より鉄損を小さくすることができた（図

２参照）。 
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図１．圧下による鋼板厚みの変化 
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図２．アモルファス材の高周波鉄損特性 

(10 kHz) 
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